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TECA NEWS 第６４号   2020年5月 1日発行 

     第１９回通常総会のお知らせ 

１ 巻頭言 

   ２ 会員投稿   田んぼまわりの生きもの調査１０年を振り返って 

   ４ 会員投稿   レッツ エコクッキング！ 

   ６ 会員投稿   深刻化する「香害(こうがい)」 

   ８ 会員投稿   生物多様性とは何か その２９ 

   ９ 会員投稿   環境講座：「カーボンリサイクル」で CO2を資源に 

  １０ 会員投稿   わが家の省エネ取組みについて 

  １１ 会員投稿   書籍紹介 松藤敏彦著「科学的に見る SDGｓ時代のごみ問題」 

  １２ 会員の活躍  今井信行さん 

  １４ TECAからのお知らせ 

 

報 告 

投 稿 

レポート 

 

第
十
九
回
通
常
総
会
の
お
知
ら
せ
と
会
費
納
入
の
お
願
い 

 
 
 

当
法
人
の
第
十
九
回
通
常
総
会
を
、
左
記
の
よ
う
に
開
催
致
し
ま
す
の
で 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

◆
通
常
総
会  

日 

時  

６
月
１
３
日
（
土
） 

１
３
時
３
０
分
開
始 

場 

所 

栃
木
県
宇
都
宮
市
東
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

 

電
話
：
０
２
８-

６
３
８-

５
７
８
４ 

 

◆
講
演
会
・
懇
親
会 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。 

  

◆
年
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
◆ 

 

当
法
人
の
令
和
２
年
度
の
年
会
費
（
６
，
０
０
０
円
）
を 

銀
行
口
座
ま
た
は
郵
便
口
座
に
お
振
込
み
い
た
だ
き
ま
す 

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

足
利
銀
行 

本
店 

普
通 

４
２
１
５
８
２
４ 

（
特
非
）
栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 

 
 

 
 

 
 

理
事
長 

塩
山
房
男 

 

郵
便
局 

記
号
１
０
７
５
０ 

 
 

 

番
号
２
３
７
２
８
５
６
１ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

 
 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 
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４
月
２
７
日
、
私
の
家
の
家
庭
菜
園
で
は
、
大
根
の
白
い
花
、
白
菜
・
小
松
菜
・

摘
み
菜
、
春
菊
の
黄
花
、
き
ぬ
さ
や
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
白
花
、
タ
イ
ム
の

ピ
ン
ク
花
、
ボ
リ
ジ
、
矢
車
草
の
ブ
ル
ー
の
花
、
ビ
オ
ラ
や
パ
ン
ジ
ー
の
カ
ラ
フ

ル
な
花
等
、
春
満
開
の
状
況
で
す
。
こ
の
時
期
、
決
っ
て
出
か
け
る
日
光
や
那
須

の
山
々
で
は
花
や
新
緑
も
き
れ
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見

る
と
、
大
型
連
休
が
始
ま
っ
た
と
い
う
の
に
外
出
自
粛
で
、
通
常
混
雑
す
る
高
速

道
路
や
観
光
地
、繁
華
街
等
が
閑
散
と
し
て
い
ま
す
。ふ
と
５
０
年
前
に
読
ん
だ
、

レ
ー
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
、「
春
が
来
た
、
し
か
し
そ
れ
は
沈
黙
の
春
だ
っ
た
」

の
文
言
を
連
想
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

１
２
月
３
０
日
に
中
国
武
漢
市
海
鮮
市
場
で
原
因
不
明
の
肺
炎
が
発
生
し
た

と
の
情
報
が
流
れ
、
１
月
９
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
確
認
、
１
月
に
は
武

漢
市
を
中
心
に
大
変
な
勢
い
で
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。
１
月
１
６
日
に
日
本
で

初
め
て
感
染
が
確
認
さ
れ
、
１
月
末
に
は
世
界
の
あ
ち
こ
ち
に
拡
散
、
１
月
３
０

日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
緊
急
事
態
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２
月
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
心
に
爆
発
的
な
感
染

が
始
ま
る
と
、
そ
の
後
は
急
激
に
全
世
界
に
感
染
が
拡
大
し
て
猛
威
を
振
る
い
始

め
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
２
月
１
１
日
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
を
表
明
し

ま
し
た
。
日
本
で
も
、
多
少
遅
れ
ま
し
た
が
、
３
月
に
は
感
染
が
徐
々
に
拡
大
し
、

４
月
７
日
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
安
倍
首
相
よ
り
７
都
府
県
対
象
に
緊
急
事
態
宣

言
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
感
染
が
拡
大
し
、
４
月
１
６
日
に
は
緊
急
事

態
宣
言
が
全
都
道
府
県
対
象
に
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

私
も
持
病
が
あ
り
、
感
染
し
た
ら
重
篤
な
状
況
に
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る

の
で
、
毎
日
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ス
マ
ホ
の
情
報
で
、
今
日
は
何
人
感
染
と
の
情

報
に
目
を
通
し
な
が
ら
、
外
出
を
控
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

４
月
２
７
日
現
在
、
世
界
で
は
３
０
０
万
人
を
超
え
る
感
染
者
数
、
日
本
全
国

で
は
約
１
４
０
０
０
人
で
、
８
５
０
０
人
に
１
人
の
感
染
者
割
合
？
で
す
。
東
京

は
約
３
９
０
０
人
で
約
２
４
０
０
人
に
１
人
、
栃
木
県
は
５
４
名
で
、
約
３
７
０ 

 ０
０
人
に
１
人
と
、
感
染
割
合
は
東
京
よ
り
少
な
い
状
況
で
す
が
、
潜
在
感
染
者

や
無
症
状
感
染
者
も
多
い
と
の
こ
と
、
油
断
す
る
と
す
ぐ
に
感
染
率
は
高
ま
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
３
密
空
間
に
は
行
か
な
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
イ
タ
ン

ス
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
等
出
来
う
る
限
り
の
感
染
予
防
対
策
を
、
国
民
全

体
で
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
先
が
見
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
緊
急
事
態

宣
言
や
外
出
制
限
は
、
５
月
６
日
よ
り
さ
ら
に
延
長
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す 

。 

 

経
済
活
動
は
、
感
染
防
止
対
策
の
中
で
、
飲
食
業
や
観
光
業
、
イ
ベ
ン
ト
関

係
等
人
の
集
ま
る
場
所
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
業
種
の
活
動
に
自
粛
が
求
め

ら
れ
、
か
つ
て
な
い
事
業
の
停
滞
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
想

像
も
つ
か
な
い
最
悪
の
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
新
学
期

が
９
月
開
始
等
の
大
き
な
制
度
の
変
革
も
議
論
さ
れ
始
め
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
問
題
が
一
段
落
し
た
後
で
も
、
経
済
活
動
の
正
常
化
に
つ
い
て
は
、
大
幅
な

各
種
制
度
の
見
直
し
や
支
援
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

協
会
に
関
係
す
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
が
不
安
定
に
な
る

と
す
ぐ
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
す
な
わ
ち
経
済
復
興
活
動
が

優
先
さ
れ
、
環
境
改
善
活
動
の
停
滞
を
懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
す
な
わ
ち
持
続
可
能
な
と
い
う
観
点
で
は
、
こ
の
混

乱
の
中
、
色
々
な
形
で
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
が
救
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

当
協
会
と
し
て
は
、
経
済
活
動
や
社
会
制
度
の
激
変
が
予
測
さ
れ
る
中
、
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
や
環
境
改
善
の
活
動
に
つ
い
て
、
経
済
活
動
を
活
性
化

し
な
が
ら
環
境
問
題
を
解
決
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
本
来
の
目
的
に
沿
う
よ
う
、
支

援
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
須
と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
は
じ
め
関
係
機
関
団

体
、
事
業
主
、
県
民
の
皆
様
方
と
一
緒
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
支
援
活
動
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
義
務
と
認
識
し
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

 

巻 頭 言 
理事長 塩山 房男 
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会
員 

● 

中
茎 

元
一 

 

会員 

投稿 は
じ
め
に 

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
（
旧
農
地
・
水
・
環
境

保
全
対
策
事
業
）
は
平
成
１
９
年
度
に
国
の
非
公
共
補
助

事
業
と
し
て
発
足
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
国
土
保
全
機
能
と
し
て
の
農
村
が
、
高
齢
化
や
農
作
物

単
価
の
低
迷
等
に
よ
り
保
全
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
食
い

止
め
る
施
策
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

当
初
は
活
動
の
柱
が
基
礎
部
分
、
農
地
水
向
上
活
動
、

農
村
環
境
向
上
活
動
で
あ
り
、
生
き
も
の
調
査
は
農
村
環

境
向
上
活
動
の
１
項
目
で
し
た
。
国
の
指
導
で
は
生
き
も

の
調
査
も
地
元
で
選
択
で
き
る
も
の
で
あ
り
任
意
で
し
た

が
、
栃
木
県
で
は
義
務
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
義
務

付
け
は
全
国
的
に
み
て
も
稀
有
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
義
務
付
け
は
平
成
２
５
年
度
ま
で
で
し
た
が
、
現

行
制
度
で
も
多
数
の
地
区
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
活

動
の
有
用
性
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
１
０

年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
に
向
け
て
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
在
り
方
等
も
探
っ
て
み
ま
す
。 

 

１ 

生
き
も
の
調
査
の
必
要
性
と
そ
の
指
導
戦
略 

栃
木
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
協
議
会
（
以

下
協
議
会
と
表
示
）
発
行
の
「
田
ん
ぼ
ま
わ
り
の
生
き
も

の
調
査
」
の
手
引
き
（
平
成
２
４
年
版
）
に
は 

現
在
は

経
済
的
な
豊
か
さ
や
、
物
の
豊
か
さ
が
優
先
さ
れ
、
生
き

も
の
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
環
境
や
、
こ
れ
に
密
接
に

関
連
し
た
地
域
の
生
活
に
対
す
る
関
心
が
、
い
つ
の
ま
に

か
薄
ら
ぐ
と
と
も
に
、
世
代
間
の
交
流
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。「
中
略
」
地
域
の
人
々
が
自
分
た
ち
の
住
む

「
場
」
に
対
し
て
‘
ま
な
ざ
し,

を
向
け
な
が
ら
も
う
一
度

見
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
手
段
の
一
つ
と

し
て
生
き
も
の
調
査
が
あ
る
の
で
す
。
と
記
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
と
な
に
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
、
義
務
付
け

し
た
県
の
上
層
部
か
ら
担
当
者
ま
で
が
、
農
村
の
二
次
的

自
然
体
験
が
子
ど
も
達
の
生
育
過
程
で
極
め
て
重
要
で
あ

る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
他
県

に
類
を
見
な
い
こ
と
で
す
。 

又
そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
の
指
導
戦
略
と
し
て
「
生
き

も
の
調
査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
活
用
で
す
。
県
内
に
広
く

募
集
を
か
け
別
表
の
様
な
方
た
ち
の
応
援
を
得
た
こ
と
で

す
。 

２ 

１
０
年
間
の
活
動
状
況
（
資
源
向
上
型
） 

⑴ 

活
動
組
織
の
推
移 

 

⑵ 

当
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

受
託
件
数
の
推
移 

             

⑶ 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
受
託
に
関
す
る
諸
事
項 

多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金
事
業
「
田
ん
ぼ
ま
わ
り
の 

生
き
も
の
調
査
」
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

ア 

調
査
指
導
内
容
は
概
ね
以
下
の
と
お
り
と
す
る 

 

・
生
き
も
の
調
査
の
意
義
と
調
査
方
法 

 

・
調
査
時
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

会員 6 6 6 4 6 5 6 5 6 6 5 

件数 29 26 26 12 20 17 21 20 21 22 21 

当
会
で
は
平
成
２
１
年
度
か
ら

受
託
を
開
始
し
て
い
る
が
そ
の

推
移
は
左
表
の
通
り
で
す
。 

当会のアドバイザー受託件数の推移 
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・
捕
獲
し
た
動
植
物
の
同
定
及
び
数
の
把
握
、
説
明
及

び
写
真
撮
影 

・
生
き
も
の
調
査
か
ら
の
環
境
度
（
原
因
と
保
全
方
法

や
改
善
策
も
含
め
て
） 

 

・
地
元
の
古
老
や
リ
ー
ダ
ー
・
参
加
者
（
子
供
含
む
）

の
感
想
等
の
聞
き
出
し 

 

・
エ
コ
ア
ッ
プ
活
動
の
助
言
「
水
田
魚
道
等
」 

 

・
生
き
も
の
マ
ッ
プ
作
り
の
指
導
（
請
わ
れ
れ
ば
） 

 

・
そ
の
他
委
託
団
体
か
ら
の
特
別
な
要
請
事
項 

イ 

報
告
書 

 

・
報
告
書
は
県
協
議
会
指
定
の
様
式
（
別
添
参
照
）
に

調
査
事
項
と
写
真
を
貼
り
付
け
て
作
成
（
地
図
を
含

む
）
し
た
も
の
を
電
子
デ
ー
タ
で
記
録
し
て
提
出
す

る
。
宇
都
宮
市
は
別
様
式 

 

・
報
告
書
は
紙
印
刷
の
も
の
２
部
と
電
子
デ
ー
タ
ー
（
Ｃ

Ｄ
）
と
す
る
。 

 

・
報
告
書
は
調
査
後
速
や
か
に
委
託
団
体
ま
で
送
付
す

る
も
の
と
し
、
送
付
が
完
了
し
た
ら
事
務
局
ま
で
報

告
す
る
も
の
と
す
る
。 

ウ 

受
託
料
等 

 

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
の
受
託
料
は
１
件
あ
た
り
〇
〇 

 

円
と
す
る
。 

 

・
受
託
料
の
授
受
は
極
力
当
日
で
完
了
さ
せ
、
領
収
書

と
引
き
替
え
と
す
る
。 

 

・
生
き
も
の
調
査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
に
関
連
し
て
、

新
た
な
依
頼
事
項
が
生
じ
た
場
合
は
そ
の
内
容
に
応

じ
て
受
託
料
の
追
加
を
請
求
出
来
る
も
の
と
し
そ
の

判
断
は
各
自
に
任
せ
る
。 

エ 

必
要
経
費 

 

・
受
託
１
件
に
つ
き
〇
〇
円
を
会
に
納
入
す
る
も
の
と

す
る
。 

オ 

そ
の
他 

 

・
調
査
依
頼
の
情
報
は
事
務
局
よ
り
メ
ー
ル
で
配
信
し

ま
す
の
で
７
月
～
１
０
月
の
間
は
極
力
毎
日
メ
ー
ル

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

・
生
き
も
の
調
査
報
告
書
様
式
は
以
下
の
ア
ド
レ
ス
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。 

 

・
委
託
団
体
の
責
任
者
と
事
前
打
ち
合
わ
せ
事
項
（
調

査
道
具
・
水
槽
・
ア
ク
リ
ル
水
槽
・
エ
ア
ポ
ン
プ
等

の
確
認
や
調
査
場
所
・
昨
年
度
の
資
料
や
参
加
者
数

等
を
確
認
す
る
） 

カ 

重
要
事
項 

 
 

一
昨
年
（
平
３
０
）
遅
刻
・
報
告
書
の
記
入
間
違
い

（
再
再
度
）
が
指
摘
さ
れ
た
地
区
は
複
数
あ
り
ま
し
た

の
で
十
分
留
意
願
い
ま
す
。
又
１
週
間
前
に
は
地
元
と

の
確
認
を
必
ず
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。 

 

３ 

生
き
も
の
調
査
の
効
果
に
つ
い
て 

 

平
成
２
７
年
３
月
に
発
行
さ
れ
た
「
ひ
ろ
げ
よ
う
地
域

の
輪 

守
ろ
う
田
ん
ぼ
ま
わ
り
の
生
き
も
の
た
ち
」
協
議

会
発
行
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
効
果
（
住
民
の
意
識

の
変
化
）
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

⑴ 
参
加
数
の
事
例 

Ｈ
２
２
年 

参
加
総
数
２
２
，
５
６

１
人
、
内
農
家
以
外
の
地
域
住
民
２
，
９
３
２
人
、

子
供
達
８
，
５
１
７
人 

 

⑵ 

住
民
の
意
識
変
化 

・
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
へ
の

変
化 

２
９
～
４
２
％
の
増
、
子
供
達
が
生
き
も
の

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た 

９
０
％
、
世
代
を
超

え
た
幅
広
い
交
流
が
出
来
た 

６
２
％ 

生
き
も
の

に
関
す
る
共
通
認
識
が
醸
成
さ
れ
た 

５
１
％ 

 

⑶ 

地
域
の
環
境
に
つ
い
て 

 

生
き
も
の
の
種
類
や
数
が
少
な
く
な
っ
た 

６
７
％ 

在
来
種
が
減
少
し
、
外
来
種
が
増
え
た 
２
９
％
等
で
す
。 

又
こ
の
結
果
、
生
態
系
保
全
活
動
（
魚
道
や
ビ
オ
ト
ー

プ
、
希
少
種
の
保
全
や
環
境
配
慮
型
水
路
等
々
）
が
各
所

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
少
数
で
す
が
学
校
教
育

と
の
連
携
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
こ
の
生
き
も
の
調
査
の
報
告
書
は
平
成
２
０
年
度

か
ら
２
５
年
度
ま
で
詳
細
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な

デ
ー
タ
の
蓄
積
が
さ
れ
て
い
ま
す
。（
協
議
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
） 

４ 

最
後
に 

 

筆
者
も
生
き
も
の
調
査
に
１
０
年
以
上
関
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
現
地
で
は
以
下
の
様
な
課
題
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
①
地
元
組
織
の
マ
ン
ネ
リ
化
（
初
足
当
時
の
役
員

が
半
数
以
上
交
代
し
活
動
に
熱
意
が
薄
れ
て
い
る
）
②
地

元
に
子
供
が
少
な
い
（
集
ま
ら
な
い
）
③
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

任
せ
に
な
り
自
主
性
が
薄
い
④
行
政
が
指
導
や
指
針
を
示

さ
な
い
（
事
業
消
化
の
み
）
等
々
。 

 

し
か
し
な
が
ら
私
た
ち
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
や
り
方
次
第

で
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
提
示
す
る
こ
と
で
マ
ン
ネ
リ
化

防
止
に

も
な
る

こ
と
に

な
る
た

め
、
関

係
諸
氏

の
奮
闘

を
期
待

し
た
い
。 
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「
お
う
ち
に
い
て
ね
」
と
言
わ
れ
て
家
で
料

理
を
す
る
方
が
増
え
て
い
る
と
か
。
そ
こ
で
た

だ
の
ク
ッ
キ
ン
グ
、
で
は
な
く
「
エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
」
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
は
①
献
立
を
考
え
、
②
材

料
を
用
意
し
、
③
調
理
し
て
、
④
食
べ
て
、
⑤

片
付
け
る
ま
で
の
間
に
環
境
に
負
荷
を
与
え
な

い
よ
う
に
す
る
料
理
の
こ
と
。 

で
は
ま
ず
、
①
献
立
で
す
が
、
冷
蔵
庫
の
在

庫
を
確
認
し
賞
味
期
限
や
消
費
期
限
の
短
い
も

の
か
ら
、
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
旬

の
食
材
を
使
い
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な

る
よ
う
に
考
え
ま
し
ょ
う
。以
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
ひ

と
り
で
で
き
る
も
ん
」
で
良
く
歌
わ
れ
て
い
た

「
う
お
１
、
ま
め
１
、
野
菜
が
４
、
お
ま
け
が

４
つ
あ
れ
ば
い
い
」
と
い
う
歌
詞
を
参
考
に
す

る
と
良
い
で
す
。
ち
な
み
に
「
う
お
１
」
と
は

肉
も
し
く
は
魚
な
ど
の
動
物
性
蛋
白
質
、「
ま
め

１
」
は
大
豆
製
品
な
ど
植
物
性
蛋
白
質
、「
野
菜

が
４
」
は
「
緑
黄
色
野
菜
、
根
菜
、
き
の
こ
、

海
藻
」
で
す
。「
お
ま
け
が
４
つ
」
と
は
「
穀
類
、

イ
モ
類
、
淡
色
野
菜
、
く
だ
も
の
」
で
す
。「
１

つ
」
と
い
う
の
は
、
だ
い
た
い
卵
１
個
分
の
量

を
目
安
に
す
る
と
い
い
で
す
よ
。 

次
に
②
材
料
の
用
意
で
は
、
在
庫
で
足
り
な

い
も
の
を
ど
こ
か
で
買
っ
て
こ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。「
グ
リ
ー
ン
購
入
」
の
考
え
方
を
参
考

に
、
地
産
地
消
を
心
掛
け
、
環
境
負
荷
の
な
る

べ
く
小
さ
い
も
の
を
買
い
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
ボ

ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
や
、
レ
イ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
認
証
、
海
の
エ
コ
ラ
ベ
ル
（
Ｍ

Ｓ
Ｃ
認
証
）
な
ど
環
境
ラ
ベ
ル
の
付
い
て
い
る

も
の
を
選
ぶ
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
ま
た
使

い
切
れ
る
量
を
買
う
の
が
原
則
で
す
。
小
分
け

し
て
冷
凍
す
る
、
と
か
使
い
回
し
が
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
大
目
に
買
っ
て
も
大
丈
夫
。
マ
イ
バ

ッ
グ
を
忘
れ
ず
に
！
買
っ
て
き
た
も
の
を
冷
蔵

庫
に
入
れ
る
場
合
は
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
で
く

だ
さ
い
ね
。
冷
凍
室
は
き
っ
ち
り
詰
め
た
ほ
う

が
良
い
の
で
す
が
、
冷
蔵
室
は
８
割
く
ら
い
を

目
安
に
隙
間
を
開
け
ま
し
ょ
う
。
冷
気
が
循
環

し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

い
よ
い
よ
③
調
理
で
す
が
、
材
料
を
無
駄
な

く
使
う
よ
う
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
下
ご
し
ら

え
に
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
と
時
短
だ
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
量
が
少
な
く
済
み
ま
す
。
冷
蔵

庫
の
開
閉
は
な
る
べ
く
少
な
く
。
ガ
ス
を
使
っ

て
調
理
す
る
と
き
は
底
の
平
ら
な
鍋
な
ど
を
使

い
、
鍋
底
か
ら
炎
が
は
み
出
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
一
品
作
り
終
わ
っ
た
あ
と
の
コ
ン
ロ

は
ま
だ
余
熱
が
あ
る
の
で
続
け
て
次
の
調
理
を

す
る
よ
う
に
す
る
と
効
率
が
良
い
で
す
。（←

調

理
の
順
番
を
事
前
に
よ
く
考
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
） 最

近
炊
飯
器
で
炊
飯
す
る
時
、
同
時
に
野
菜

な
ど
を
調
理
す
る
の
が
流
行
っ
て
ま
す
。
専
用

の
容
器
が
無
く
て
も
Ｏ
Ｋ
。
野
菜
な
ど
を
ク
ッ

キ
ン
グ
シ
ー
ト
で
包
ん
で
お
米
の
上
に
置
き
、

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
だ
け
。 

主
食
と
お
か
ず
が
同
時
に
作
れ
ま
す
。（
ネ 

ッ
ト
に
は
い
ろ
い
ろ
な
レ
シ
ピ
が
載
っ
て
ま
す
） 

保
温
鍋
、
無
水
鍋
や
圧
力
鍋
な
ど
あ
る
と
省

エ
ネ
に
な
り
ま
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ
買
う
必
要
は

 
レ
ッ
ツ 

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
！ 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 

 

会
員 

● 

伊
藤 

延
子 

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保 

温 

調 

理 

①
水
は
ひ
た
ひ
た
で
。
中
身
が
水
面
か
ら
上
に

出
て
い
る
と
そ
の
分
は
煮
え
に
く
い
で
す
。 

沸
騰
し
た
ら
５
～
６
分
煮
ま
す
。 

③
く
る
ん
だ
と
こ
ろ 

②
布
に
く
る
む
（
鍋
敷
き
を
忘
れ
ず
に
！
） 

会員 

投稿 



5 
 

無
い
と
思
い
ま
す
。
普
通
の
鍋
で
材
料
を
１
０

分
ほ
ど
煮
た
ら（
味
付
け
も
し
て
お
く
と
良
い
）

火
か
ら
お
ろ
し
て
不
要
に
な
っ
た
バ
ス
タ
オ
ル

や
毛
布
で
く
る
ん
で
置
い
て
お
く
だ
け
。
１
～

２
時
間
あ
れ
ば
火
が
通
っ
て
ま
す
。 

ほ
か
に
、
揚
げ
物
を
す
る
時
は
油
の
温
度
管

理
と
保
管
に
注
意
す
れ
ば
数
回
使
え
ま
す
。（
２

０
０
℃
を
超
え
て
し
ま
っ
た
り
、
保
管
時
に
光

に
当
た
っ
て
い
た
り
す
る
と
酸
化
が
進
み
ま
す
） 

う
ま
く
調
理
が
で
き
た
ら
④
食
べ
ま
し
ょ
う
。

個
別
に
食
べ
ら
れ
る
量
を
盛
り
付
け
、
食
べ
残

し
が
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
に
も
な
り
ま
す
。
近
年
「
個

食
」（
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事

を
と
る
）
と
か
「
孤
食
」（
別
々
に
（
各
自
の
部

屋
で
）
食
べ
る
）
が
多
い
よ
う
で
す
し
、
仕
事

や
病
気
な
ど
で
難
し
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
た
ま
に
は
家
族
が
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
の
料
理

を
同
じ
時
間
に
揃
っ
て
食
べ
て
み
る
の
も
い
い

で
す
ね
。 

食
べ
終
わ
っ
た
ら
⑤
片
付
け
で
す
。
汚
れ
た

鍋
や
食
器
は
ゴ
ム
ベ
ラ
や
不
要
な
布
切
れ
な
ど

で
ふ
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

洗
う
時
に
洗
剤
を
使
い
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
近
年
主
流
の
濃
縮
タ
イ
プ
は
特

に
注
意
。
容
器
の
裏
面
に
書
い
て
あ
る
使
い
方

を
見
る
と
、
概
ね
水
１
リ
ッ
ト
ル
に
対
し
０
．

７
５
ｍ
ｌ
～
０
．
５
ｍ
ｌ
（
約
１
０
滴
）
と
非

常
に
少
な
い
量
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ン

ジ
に
直
接
つ
け
る
場
合
は
ほ
ん
の
１
滴
で
十
分

な
の
で
す
。（
な
お
食
洗
機
の
ほ
う
が
水
の
使
用

量
が
少
な
く
エ
コ
、と
い
う
調
査
も
あ
り
ま
す
）。

な
お
「
不
要
な
布
」
で
す
が
、
我
が
家
で
は
よ

れ
よ
れ
に
な
っ
て
処
分
す
る
肌
着
や
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
だ
い
た
い
２
０
ｃ
ｍ
四
方
に
切
っ
て
空
き
容

器
に
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
ガ
ス
台
な
ど
が
汚
れ

た
ら
す
ぐ
そ
れ
で
拭
く
し
、
汚
れ
た
食
器
な
ど

も
そ
れ
で
拭
く
の
で
洗
剤
の
使
用
量
が
少
な
く

て
済
み
ま
す
。
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
も
良
い
で
す

が
、
私
は
苦
手
な
の
で
使
っ
て
な
い
で
す
。 

揚
げ
油
は
ま
だ
使
え
る
場
合
は
き
ち
ん
と

濾
し
て
冷
暗
所
に
保
管
。
捨
て
る
と
き
は
新
聞

紙
や
不
要
な
布
な
ど
に
し
み
こ
ま
せ
る
か
凝
固

剤
で
固
め
て
可
燃
ご
み
と
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

生
ご
み
は
、
わ
が
家
は
庭
に
直
行
で
（
コ
ン
ポ

ス
ト
は
面
倒
な
の
で
）
土
に
埋
め
て
し
ま
い
ま

す
が
、
処
理
方
法
は
各
自
治
体
に
よ
り
ま
す
の

で
適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
ね
。・
・
・
以
上
、

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
話
で
し
た
。 

皆
様
の
よ
う
な
き
っ
ち
り
と
し
た
投
稿
は

無
理
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
ゆ
る
～
い
投
稿
を
し

て
み
ま
し
た
。
主
婦
歴
３
０
年
以
上
、
昔
は
環

境
の
こ
と
を
あ
ま
り
意
識
し
て
お
ら
ず
、
そ
も

そ
も
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ん
て
言
葉
は
無
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
２
０
年
ほ
ど
前
だ
っ
た
か
、

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
習
会
が
あ
っ

て
そ
こ
で
、
自
分
の
や
っ
て
る
料
理
法
は
か
な

り
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
だ
な
～
と
思
い
ま
し
た
。 

（
付
記
） 

昨
年
、
皆
さ
ん
に
声
掛
け
し
ま
し
た
が
、
塩

谷
看
護
専
門
学
校
で
環
境
論
の
授
業
を
始
め
ま

し
た
。
１
時
間
目
は
総
論
を
話
し
、
２
時
間
目

に
「
食
と
環
境
問
題
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
意
外
に
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
生
き
物
の
体
は
そ
の
生
き
物
が

食
べ
た
も
の
で
で
き
て
お
り
、
特
に
成
人
の
場

合
１
日
に
約
１
～
２
ｋ
ｇ
の
食
品
を
食
べ
て
い

る
の
で
、
私
は
「
食
」
は
生
き
る
基
本
だ
と
思

い
最
初
に
し
ま
し
た
。
食
品
公
害
や
食
中
毒
の

話
、食
料
自
給
率
、バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

食
品
ロ
ス
の
話
な
ど
ま
じ
め
な
話
も
し
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
話
も
し
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
ば
か
り
、
と
い
う
学
生

も
い
る
の
で
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
話
は
結
構
熱

心
に
聞
い
て
く
れ
ま
す
。 

そ
う
し
て
最
後
に
ヒ
ト
卵
子
の
話
を
し
ま
す
。

卵
子
は
卵
胞
か
ら
出
て
き
ま
す
が
、
原
始
卵
胞

は
実
は
胎
児
の
う
ち
に
す
で
に
で
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
い
っ
た
ん
出
来
る
と
そ
れ
以
降
は
減
っ

て
い
く
だ
け
。
６
カ
月
の
胎
児
で
一
番
多
く
約

７
０
０
万
個
あ
る
そ
う
で
す
。
誕
生
時
に
約
２

０
０
万
個
、
思
春
期
に
は
約
１
０
万
個
に
ま
で

減
っ
て
い
て
、
そ
の
後
は
１
カ
月
に
１
，
０
０

０
個
減
っ
て
い
き
ま
す
。
思
春
期
に
な
り
卵
胞

刺
激
ホ
ル
モ
ン
が
出
る
と
、
原
始
卵
胞
か
ら
一

番
大
き
く
成
熟
し
た
卵
子
が
出
て
き
ま
す
（
排

卵
）。
つ
ま
り
、
胎
児
が
お
な
か
の
中
に
い
る
時

か
ら
食
べ
物
な
ど
に
気
を
付
け
な
い
と
、
胎
児

だ
け
で
な
く
胎
児
の
中
の
原
始
卵
胞
が
傷
つ
い

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。そ
う
し
て
、

「
食
」を
き
ち
ん
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
よ
、

と
お
節
介
な
お
ば
さ
ん
先
生
は
締
め
く
く
る
の

で
す
。 

野
菜
く
ず
は
昔
は
コ
ン
ポ
ス
ト
や
、
ぼ
か
し
を

利
用
し
て
ま
し
た
が
手
入
れ
が
面
倒
な
の
で
、

今
は
直
接
土
に
埋
め
て
ま
す
。 

大
根
は
煮
え
て
ま
し
た
が
、
ご
ぼ
う
が
ま
だ
固

か
っ
た
の
で
、味
付
け
を
し
て
一
煮
立
ち
さ
せ

て
再
度
保
温
。あ
と
１
時
間
も
あ
れ
ば
で
き
あ

が
り
。（
室
温
１
８
℃
） 

④
９
０
分
後
、
温
度
は
約
６
３
℃
で
し
た
。 

（
室
温
１
８
℃
） 
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◆ 

公
害
？ 

い
や 

『
香
害
！
』
で
す 

生
活
場
面
の
あ
ら
ゆ
る
所
に
香
り
（
自
然
由
来
＋
人
工

物
資
）
は
漂
っ
て
お
り
、
そ
の
香
り
成
分
（
物
質
）
を
受

動
し
た
影
響
で
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
「
公
害
」
で
あ
り
、

そ
の
化
学
物
質
に
反
応
し
体
調
不
良
に
な
る
被
害
の
こ
と

を
『
香
害
』
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
香
害
の
問
題
が
提
起
・
認
識
さ
れ
、
苦
情
の
声
が

大
き
く
な
っ
た
の
は
、
香
り
が
強
い
洗
剤
・
柔
軟
剤
の
販

売
が
普
及
し
て
き
た
２
０
０
０
年
代
半
ば
頃
か
ら
で
す
が
、

香
り
（
匂
い
）
の
感
じ
方
に
は
個
人
差
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
感
じ
な
い
人
も
お
り
、
感
じ
る
人
は
不
快
感
の
み
な

ら
ず
、
咳
・
喘
息
や
頭
痛
、
吐
き
気
と
い
っ
た
身
体
症
状

を
発
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
脳
科
学
の
視
点
か
ら
「
に
お
い
」
の
研
究
を
し

て
い
る
九
州
大
大
学
院
・
岡
本
剛
准
教
授
に
よ
る
と
、「
ス

メ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
ス
メ
ハ
ラ
）」
や
「
香
害
」
と
い
う

言
葉
が
生
ま
れ
た
の
は
２
０
１
０
年
前
後
で
あ
り
、
そ
の

背
景
と
し
て
は
海
外
製
の
香
り
付
き
柔
軟
剤
が
流
行
し
た

こ
と
や
、
東
日
本
大
震
災
後
に
節
電
が
叫
ば
れ
、
職
場
で

汗
を
か
き
や
す
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。 

※
ス
メ
ハ
ラ
は
日
本
独
特
の
概
念
で
あ
り
、
最
近
は
制
汗
剤
の

使
い
方
な
ど
の
研
修
を
行
う
企
業
も
増
加
。 
 ◆ 

香
り
の
感
じ
方
に
は
個
人
差
が
あ
る
の
は 

個
人
差
が
生
じ
る
要
因
は
、
人
は
自
分
の
体
験
を
基
準

に
他
の
香
り
を
判
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
香
り
の
感
じ

方
や
受
け
止
め
方
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
慣
れ
親
し
ん

だ
「
匂
い
」
に
近
い
香
り
は
比
較
的
好
き
に
な
り
易
い
な

ど
、
幼
少
期
の
環
境
な
ど
も
影
響
す
る
か
ら
で
す
。 

次
に
、
香
り
を
作
る
物
質
で
あ
る
人
工
香
料
は
１
０
～

数
百
万
の
化
学
物
質
を
選
ん
で
ブ
レ
ン
ド
し
「
調
合
香
料
」

と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
溶
剤
も
添
加
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
商
品
に
は
「
香
料
」
と
し
て
表
示
さ
れ
る
だ
け
で
す
。

こ
の
複
合
化
学
物
質
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
が
問
題
と
な

る
の
で
す
が
、
香
り
は
空
気
中
で
ガ
ス
状
、
浮
遊
微
粒
子

状
と
な
っ
て
、
呼
吸
等
で
体
内
に
と
り
こ
ま
れ
た
こ
と
に

よ
る
香
り
の
感
じ
方
や
影
響
は
、
前
述
の
如
く
個
人
差
が

あ
り
ま
す
。 

な
お
、
人
は
香
り
を
嗅
い
だ
り
、
浴
び
た
り
す
る
こ
と

で
、
記
憶
を
つ
か
さ
ど
る
海
馬
や
、
扁
桃
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
箇
所
と
複
雑
に
関
わ
り
な
が
ら
脳
内
で
処
理
さ
れ
る

の
で
、
時
に
は
感
情
や
記
憶
を
想
起
す
る
こ
と
も
あ
る
と

云
わ
れ
、
こ
の
現
象
の
こ
と
を
「
プ
ル
ー
ス
ト
効
果*

」
と

い
い
ま
す
。 

*

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ
れ
た
時

を
求
め
て
』
と
い
う
小
説
の
中
で
、
主
人
公
が
紅
茶
に
マ
ド
レ

ー
ヌ
を
浸
し
た
際
、
そ
の
香
り
で
幼
少
時
代
の
記
憶
を
思
い
出

す
場
面
が
あ
り
、
そ
の
印
象
的
な
描
写
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆ 

人
工
的
な
香
り
に
囲
ま
れ
た
生
活
の
影
響 

 

今
日
の
私
た
ち
の
生
活
環
境
は
ト
イ
レ
の
芳
香
剤
、
入

浴
剤
、
洗
濯
用
洗
剤
や
柔
軟
剤
、
中
性
洗
剤
、
車
の
芳
香

剤
、
抗
菌
消
臭
剤
、
農
薬
・
除
草
剤
等
々
、
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
の
人
工
的
な
香
り
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
最
近
で
は
「
は
じ
け
る
ア
ロ
マ
の
香
り
」
や
、

「
い
つ
ま
で
も
持
続
す
る
香
り
」
等
、
消
費
者
を
惹
き
つ

け
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
に
お
い
添
加
製
品
が
宣
伝

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
最
近
の
子
ど
も
達
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
生
活

環
境
に
あ
る
多
く
の
人
工
の
香
り
の
環
境
で
育
つ
こ
と
で
、

人
工
の
香
り
を
良
い
匂
い
と
感
じ
る
よ
う
に
刷
り
込
ま
れ

る
結
果
、
め
っ
た
に
嗅
ぐ
こ
と
の
な
い
本
物
の
花
や
草
木

の
香
り
を
臭
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

処
で
、
赤
ん
坊
が
生
後
３
か
月
か
ら
４
か
月
の
間
に
、

家
庭
内
で
市
販
さ
れ
て
い
る
一
般
的
な
洗
剤
を
頻
繁
に
使

う
家
庭
と
、
あ
ま
り
使
わ
な
い
家
庭
と
を
比
較
し
た
結
果
、

頻
繁
に
使
っ
た
場
合
に
は
３
歳
ま
で
に
ぜ
ん
そ
く
に
な
る

可
能
性
が
高
ま
る
と
の
研
究
結
果
が
、
２
０
２
０
年
２
月

１
８
日
発
行
の
カ
ナ
ダ
の
医
学
雑
誌
『
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
Ｃ

Ｍ
Ａ
Ｊ
）』
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た*

。
こ
の
論
文
で
は
、
洗

剤
の
成
分
の
中
で
も
最
も
リ
ス
ク
が
高
い
も
の
の
一
つ
は

香
料
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
香
料
入
り
の
洗
剤
や

芳
香
剤
な
ど
の
製
品
が
呼
吸
器
の
疾
患
と
関
連
が
あ
る
こ

と
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
と

  

 
深
刻
化
す
る
「
香
害(

こ
う
が
い)

」 
 

 

会
員 

● 

近
藤 

和
雄 

      

会員 

投稿 
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し
て
い
ま
す
。 

*

発
表
し
た
の
は
、
カ
ナ
ダ
の
サ
イ
モ
ン
・
フ
レ
イ
ザ
ー
大
学
健

康
科
学
部
教
授
テ
ィ
ム
・
Ｋ
・
タ
カ
ロ
博
士
ら
の
研
究
チ
ー
ム
。 

 
◆ 
化
学
物
質
過
敏
症 

 

化
学
物
資
過
敏
症
の
中
で
は
、
住
宅
の
化
学
物
質
に
反

応
す
る
「
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
」
が
有
名
で
す
が
、
香

料
に
含
ま
れ
る
成
分
で
体
調
が
悪
化
す
る
「
香
害
」
も
『
化

学
物
質
過
敏
症
』
の
一
つ
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
化
学
物
質
の
成
分
が
反
応
す
る

の
か
を
特
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
因
果
関
係
も

明
確
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
予
防
の
た
め
に
は
症
状

が
な
い
人
も
香
料
を
用
い
た
製
品
を
な
る
べ
く
身
の
回
り

に
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。 

な
お
、
化
学
物
質
過
敏
症
は
免
疫
力
が
下
が
れ
ば
誰
で

も
起
こ
り
得
る
病
気
で
あ
り
、
症
状
と

し
て
は
頭
痛
、
せ
き
、
ぜ
ん
そ
く
等
が

出
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
に
支
障
が
生

じ
る
人
も
い
ま
す
。
こ
の
香
害
の
治
療

に
は
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
、

「
環
境
改
善
＝
原
因
物
質
か
ら
離
れ
る
」

と
「
生
活
習
慣
を
見
直
す
＝
充
分
な
睡

眠
と
栄
養
の
あ
る
食
事
を
取
り
、
腸
内

環
境
を
整
え
て
免
疫
力
を
高
め
る
」
と

な
り
ま
す
。
困
る
こ
と
に
、
こ
の
病
は

単
な
る
香
り
（
匂
い
）
の
好
き
嫌
い
や
、

精
神
的
な
病
気
と
勘
違
い
さ
れ
が
ち
な

こ
と
か
ら
、
家
族
や
職
場
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
、
同
時
に
香

害
に
詳
し
い
医
師
の
数
も
少
な
い
こ
と

か
ら
孤
立
す
る
人
も
多
く
い
る
の
で
す

が
、
日
本
に
は
香
料
に
関
す
る
法
的
規

制
が
な
く
、
被
害
者
の
多
く
が
問
題
の

解
決
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
の
が
実
態

で
す
。 

 

 

◆ 

障
害
者
差
別
解
消
法 

 

人
が
良
い
匂
い
を
求
め
る
こ
と
で
、
空
気
を
汚
し
て
い

る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
が
、
例
え
ば
煙
草

の
害
が
知
ら
れ
た
こ
と
で
公
共
空
間
が
禁
煙
と
な
っ
た
よ

う
に
、
ま
ず
は
学
校
や
病
院
、
介
護
な
ど
の
公
共
施
設
に

お
い
て
は
、
強
い
人
工
香
料
の
使
用
を
控
え
る
よ
う
に
す

べ
き
で
し
ょ
う
。 

障
害
者
差
別
解
消
法
（
正
式
名
称
：「
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
２
０
１
６
（
平

成
２
８
）
年
４
月
施
行
）
は
、
国
・
自
治
体
に
対
し
て
は

合
理
的
配
慮*

に
つ
い
て
、
正
当
な
理
由
な
く
障
害
を
理
由

に
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
障
害
の
あ
る
人
か
ら
バ
リ

ア
を
取
り
除
く
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
負
担
が
重

す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
、

会
社
・
商
店
等
の
事
業
者
に
対
し
て
は
努
力
義
務
と
し
て

い
ま
す
。 

*

合
理
的
配
慮
：
障
害
の
あ
る
人
も
障
害
の
な
い
人
も
平
等
に
人

権
を
享
受
し
行
使
で
き
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の
特
徴
や
場
面

に
応
じ
て
発
生
す
る
障
害
・
困
難
さ
を
取
り
除
く
た
め
の
、
個

別
の
調
整
や
変
更
の
こ
と
。 

  

日
本
で
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
お
い
て
、
事
業
者
に
対
し

て
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
が
課
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆ 

自
治
体
で
進
む
「
香
害
」
へ
の
対
応 

 

こ
の
法
律
の
趣
旨
に
則
り
、
茨
城
県
・
つ
く
ば
市
は
２

０
１
９
年
春
に
、
市
内
６
１
の
小
中
学
校
や
幼
稚
園
に
「
強

い
香
り
に
困
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
が
い
ま
す
」
と
の
タ
イ

ト
ル
の
チ
ラ
シ
を
配
り
、
洗
濯
に
用
い
る
柔
軟
剤
な
ど
の

残
り
香
で
体
調
を
崩
す
ケ
ー
ス
と
な
る
「
化
学
物
質
過
敏

症
」
を
周
知
し
、
給
食
の
当
番
衣
な
ど
共
用
物
へ
の
使
用

は
控
え
る
よ
う
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

さ
ら
に
、
全
国
の
自
治
体

で
も
香
害
対
応
の
強
化
が
始

ま
っ
て
お
り
、
宮
城
県
・
多

賀
城
市
、
長
野
県
・
安
曇
野

市
も
保
護
者
宛
に
家
庭
で
の

柔
軟
剤
な
ど
の
使
用
自
粛
を

求
め
る
文
書
を
出
し
、
埼
玉

県
や
、
栃
木
県
・
宇
都
宮
市

等
は
香
害
に
関
す
る
ポ
ス
タ

ー
を
作
り
ま
し
た
。 

 「
参
照
元
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
消

費
者
連
盟
Ｈ
Ｐ
、
西
日
本
新
聞
、

W
ikipe

dia

、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ャ
ー
ナ

ル
、
日
医
ニ
ュ
ー
ス
、N

IK
K
E
I 

S
T
Y
L
E

、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
オ
ン
ラ
イ
ン
、
日
本
経
済
新

聞
、
東
京
新
聞
等
」 
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生物多様性とは何か その２９ 

～ソウル市で採集したカミキリが新種～ 

理事 ● 市川 恭治 

1．はじめに 

 １９８５年 5 月、わが国のカミキリ研究の第一人者である静

岡大学の草間恵一博士，琉球大学出身の沖縄のカミキリ研究家

の出口君、そして、静岡市に本社がある環境アセスメントセン

ターの専務の私、市川と東京支店長の山路氏の計５名で台湾に

向けて羽田を出発した。ただし、台湾への出発のためには、便

の関係でソウル経由とならざるをえなかった。 

 我々はソウル到着後、ホテルにチェック、タクシーで郊外に

ある本場の焼肉レストランへ出向いた。当時のソウルは、朴大

統領の軍事独裁政権のせいで、町のいたるところで鉄兜をかぶ

った兵士がみられ、騒然とした雰囲気があった。焼肉とキムチを

堪能し、近くを散歩したが、近くにやたらと目立つ建物があった。

それらは日本でいうとおなじみの[温泉マーク]であった。 

 すぐ傍に川が流れており、日本のイロハモミジみたいな樹木が目視で

きたので，翌日のフライトまでの時間があったことから、昨日の焼肉屋

まででかけた。カエデの花は満開で、多くの甲虫を採集することができ

たが、さらに周辺の山の森林部も併せて調査した。周辺の山の森林部は、

ほとんどすべてチョウセンマツで、日本のような落葉広葉樹林はほとん

ど見られなかった。したがって、カミキリムシ採集のポイントとてして

は、川の両岸に見られるイロハモミジと公園に見られるサクラの花が対

象となる。天気がよかったため，比較的多くの採集品を得ることができ

たが、採集品の中には、日本のコジマヒゲナガコバネカミキリによく似

ているカミキリが得られ、形態が多少異なるため、帰国後、この分野の

専門家に同定を依頼することになった。後日、専門家から、本種が新種

であるとの連絡があり、和名がイチカワヒゲナガコバネカミキリ、学名

が Glaphyra(Glaphyra) ichilawai Niisato と名づけられた。 

 

２．なぜ韓国で新種が発見されたか？ 

 ソウル市の郊外は、同じ大都市である東京の郊外と異なり、山林や公園にはクリ・コナラなどの落葉広葉樹林は

少なく、大部分はチョウセンマツ主体のマツ林である。河川沿いにはイロハモミジなどのカエデ類やネコヤナギな

どのヤナギ類、アジサイ類やツツジ類が多い。カエデはちょうど満開で、多くの虫が周辺から集まっていた。ほぼ

日本のイロハモミジに集まるものと同じようなものであった。イチカワヒゲナガコバネカミキリの Glaphyra 属は日

本には約 10 種程度知られており、比較的得にくいものが多い。食樹がわかったとたん、貴重でなくなったものもい

る(例えばクロヒゲナガコバネカミキリ)。本種が韓国で貴重なものかどうかは不明であるが、分類学的には新種に

判定された。今後のさらなる研究を待たれる。 

 
会員 

投稿 

写真１ ソウルの[温泉マーク]は簡易宿泊施設の
ようである。 

写真２ イチカワヒゲナガコバネカミキリ 
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「カーボンリサイクル」で CO2 を資源に 

会員 ● 齊藤 好広 

◆カーボンリサイクル 

 地球温暖化の原因のひとつ CO2 の排出量を減らすことは、今

やグローバルな課題として、エネルギー分野では、CO2排出量の

少ないエネルギー資源への転換をはかること、省エネルギーに

努めることは必須です。CO2削減の考え方としてカーボンニュー

トラル（排出と吸収を相殺ること）という手法がありますが、

大気中に放出の CO2 を抑えるだけでは、気候変動のスピードに

は追いつけません。少し前までは、理論的な可能性に過ぎなか

った、空気中の二酸化炭素を直接取り除く技術は、すでに商業

用プラントが稼働しています。 

 実際に、CO2を分離・回収して地中に貯留する「CCS」、分離・

回収した CO2を利用する「CCU」も、大気中の CO2を削減するた

めの重要な手法として進められています。 

  

 

現在一般的な CO2の利用は、ドライアイスや溶接など

に直接利用する方法です。しかし、利用される CO2

の量は限られます。そこで、CO2を資源ととらえ、素

材や燃料に再利用することで大気中への CO2 排出を

抑制するイノベーションの取組みが「カーボンリサイ

クル」です。 

 

 

カーボンリサイクルは、たとえ少しの量であっても、

既存の製品をカーボンリサイクルの技術を用いた製

品に置き換えた分だけ、CO2を利用し削減に繋げるこ

とができます。費用対効果をふまえつつ、ひとつでも

多くの分野で技術を確立し、普及を目指していくこと

が求められます。このような大気からの CO2削減技術

を「ネガティブ・エミッション」と呼びます。 

  

 

 

環境講座 №2 

 

会員 

投稿 

出典：公益財団法人地球環境産業技術研究機構 
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 「私は環境問題に関わるようになってから、特に家庭の省エネに力を入れてきた。」と言えば格好は良いが、節約

生活と置き換えても良い。栃木県環境カウンセラー協会のホームページにも省エネ取組みを紹介してきたが、現在

では、かなりの行き詰まりを感じていた。要はもうやることはほとんど無いと。しかし昨年電気機器のいくつかが

不調になり、5月にシャワートイレ、7月に電話機、8 月に冷蔵庫を買い替えたところ大きな省エネ効果が出たので、

この場を借りて報告をさせて頂く。 

 2018 年 1月から 2020年 3月までの電気の使用量を図１に示す。赤い線が 2019年の使用量のグラフであり、6月

から 8月の使用量がやや減り、9月からの電気使用量は大幅に減っている。2019年 9月以降の電気使用量は以前と

比べ約 30％の減少である。6月から 8月の減少はバラツキの範囲内かも知れないが、シャワートイレと電話機の寄

与分としておく。9 月以降の大幅減少分は冷蔵庫の寄与によることがはっきりしている。その結果さらに電気代は

約 20％の削減になった。 

以前に環境カウンセラー協会の中井元理事からワットメーターをお借りして、我が家の電気機器の電力使用量の割

合を算出したことがある。図 2に示す。電気使用量の割合が、冷蔵庫が 49％、シャワートイレが 9.5％、電話が 2.3％

であり、そのことを考慮すると今回の結果は納得できるものとなっている。 

私の家では夏場にエアコンをほとんど使用していないので、夏場の電気使用量は多くない。そして新しい冷蔵庫

は省エネ性能が改良されていることを実感した次第である。 

 

 

  

 

 

 

 

 

理事 安場 博 

 

  

 わが家の省エネ取組みについて 

 

表：古い冷蔵庫と新しい冷蔵庫の比較 

 古い冷蔵庫 新しい冷蔵庫 

購入日 1999年 2月 2019年 8月 

定格消費電力；電動機 127W 81W 

定格消費電力：電熱装置 175W 135W 

年間消費電力 700～800kWh 333kWh 

冷媒 フロン ノンフロン 

容積 360㍑ 340㍑ 

 

図１：新しい電気機器にした時とする前の、電気使用量の比較   図２：パワーメータで測定した家庭内の機器の電気使用量の割合 
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紹介する本は、松藤敏彦著、「科学的に見る SDGｓ時代のごみ問題」丸

善出版です。 

 はじめにで、“ごみ処理の現場には、まことしやかに信じられている

言い伝えのようなものがあるとして、「３月にごみが増えるのは、引っ

越しが多いからだ。」と言うようなものから、「ごみ処理するよりリサイ

クルの方がよい」とか「分別の数は多い方がよい」などがある。ごみ処

理やリサイクルに関する意見の多くは、十分な根拠や説明がないまま、

良いか悪いかに「二分」されている様に思える。循環型社会とは「天然

資源の消費を抑制し、環境への負荷を出来る限り減らす社会」であって、

その手段として３R と適正処理があるのだが、３R が目的と勘違いされ

ていないだろうか。リサイクルが最も重要と考えることはないだろうか。

モノの流れを最初から最後まで追うこと、この視点を持つことが大切で

あり、「ごみや資源のライフサイクル（生涯）をとおしてのマテリアル

フロー（モノの流れ）をたどり、その定量的な結果を論理的に解釈する

こと」、これが科学的な見方である。”と記載する。 

 SDGｓは、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された

2016年から 2030年までの国際目標である。廃棄物に関連のあるものと

して、環境省では食品ロスと共にすべての廃棄物管理、廃棄物の３R、

海洋汚染の防止などを挙げている。これらは日本では以前から取り組ん

できたものではあるが、一層の注目を浴びている。ごみに関する問題は、

市民にとって最も身近な環境問題である。 

私が子供の頃（廃棄物や環境問題について何も言われていなかった時代）、子供会で廃品回収と言って近所の家から

新聞紙やビン、金属くずを集めたことがある。これは古物商に販売し子供会の収入になった。古紙、古繊維、金属

くず、空き瓶は昔からリサイクルのシステムが出来ており、廃棄物処理法の中で「専ら物」と言って、廃棄物の括

りから外れている。要はこれらのリサイクルは循環に無理が無く、市場メカニズムの中で事業として成り立ってい

た。ごみ処理よりリサイクルが良いとして始まったものに容器包装リサイクルがあると思う。容器包装リサイクル

法では、アルミ缶やスチール缶、段ボールについてはリサイクルシステムが既に構築されているために除かれてお

り、ガラス製容器、紙製容器包装、ペットボトル、プラスチック製容器包装が再商品義務化の対象物となっている。

リサイクル費用はそれらを製造したり使ったりしている製造業者が負担し市町村が容器包装を収集し（収集費用は

市町村負担）リサイクル業者に渡すシステムとなっている。従って同じ材料で作られていても、容器包装リサイク

ル法の対象になるものと、ならないものがあり、クリーニングをした時に覆われてくるポリのカバーは容器包装リ

サイクル法の対象ではないなど我々市民は戸惑うことが多々ある。リサイクルの対象となるプラスチックには「プ

ラ」の識別マークがついている。   

また最近ではプラスチックの海洋汚染が言われており、プラスチックのストローが海亀に刺さった写真を見せら

れた。市場はすぐに反応し、プラスチック製のストローを止めて紙製のストローに替えるなど動きはあるが、プラ

スチック製のストローがどの程度海洋汚染に影響があるのかわからない。多分、ほとんど効果が無いと思われる。

こんなことを考えながら読むこが出来る本である。 

本では次のような言い伝えを各章で取り上げたと著者は記載している。①リサイクルはごみ処理よりよい（第１

章）、②分別は細かく種類は多いほど良い。分別ルールを守ることが大事だ（第３章）、③リサイクルは適正に行わ

れているはずだ（第４章）、④海洋プラスチック問題のため、使い捨ては止めるべきだ（第５章）、⑤リサイクル率

は高いほどよい。ごみはゼロまで減らすべきだ（第６章）、⑥基準値を超えたら危ない。より安全な施設が必要だ（第

７章）、⑦産業廃棄物は危ない。市町村のごみ処理は安全だ（第８章）。 

本の構成は、はじめに。序章。第 1 章：リサイクルはごみ処理よりよいのか？。第 2 章：ごみ処理とリサイクルのサイエンス。
第 3 章：ごみの分別はなぜ必要なのか。第 4 章：リサイクルとごみ処理のよさ・悪さの見方。第 5 章：プラスチックをめぐる
様々な問題。第 6 章：ごみはどこまで減らせるのか。第 7章：ごみ施設に対する住民の反対と理解。第 8 章：適正処理を妨げて
いる構造的な問題。おわりに。から成っている。 

会員から書籍の紹介 
会員 安場 博  

 

 



12 
 

 
 

                              

 

 

栃
木
市
内
で
ま
ち
中
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
防
止
し

て
綺
麗
な
蔵
の
街
づ
く
り
に
取
り
組
む
若
者
達
の
活
動
を

支
援
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。 

栃
木
県
生
活
部
人
権･

青
少
年
男
女
参
画
課
が
主
催
す

る
「
平
成
３
１
年
度
と
ち
ぎ
ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事

業
」
の
１
つ
の
活
動
で
あ
り
、「
と
ち
ぎ
高
校
生
蔵
部
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
会
」
と
い
う
栃
木
市
内
の
複
数
の
高
校
の
卒
業
生
が

高
校
生
時
代
に
「
と
ち
ぎ
高
校
生
蔵
部
」
と
し
て
活
動
を

し
て
い
た
人
達
で
結
成
し
た
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
会
で
す
（
会

員
１
５
名
）
。
活
動
に
は
現
役
の
高
校
生
も
加
わ
っ
て
い
ま

す
。 当

会
の
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
は
「
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
モ
ン
Ｇ

Ｏ
街
を
ピ
カ
ピ
カ
中
！
」
で
す
。 

全
国
各
地
か
ら
沢
山
の
観
光
客
が
訪
れ
る
「
蔵
の
街
」

栃
木
を
ゴ
ミ
の
な
い
綺
麗
な
街
に
し
よ
う
と
い
う
目
的
で

活
動
し
お
り
、
市
内
の
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
ど
の
様
に
し

た
ら
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
減
ら
せ
る
か
い
ろ
い
ろ
と
施
策

を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

最
初
の
ゴ
ミ
拾
い
は
、『
蔵
の
街
大
通
り
』
周
辺
の
ゴ
ミ

を
拾
い
ま
し
た
。
観
光
客
の
多
い
街
だ
け
あ
っ
て
大
通
り

は
比
較
的
綺
麗
で
し
た
が
、
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
は
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
や
ガ
ム
の
包
装
紙
な
ど
小
さ
な
ゴ
ミ
が
見
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ン
・
缶
は
予
想
外
に
少

な
い
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

捨
て
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、
道
路
脇
の
植
え
込
み
、
道

路
に
面
し
た
駐
車
場
の
片
隅
や
雑
草
が
生
え
て
い
る
敷
地

で
す
。
こ
の
様
な
場
所
は
捨
て
る
罪
悪
感
が
薄
ま
る
か
ら

で
し
ょ
う
か
。
人
目
に
付
き
づ
ら
い
場
所
に
ポ
イ
捨
て
さ

れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

２
回
目
の
ゴ
ミ
拾
い
は
、
巴
波
川
（
う
ず
ま
が
わ
）
沿

い
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。
川
沿
い
に
は
沢
山
の
店
が
並

ん
で
い
る
の
で
大
き
な
ゴ
ミ
は
な
く
、
こ
ち
ら
も
タ
バ
コ

の
吸
い
殻
と
紙
く
ず
の
よ
う
な
小
さ
な
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
気
に
な
っ
た
の
は
巴
波
川
の
堰
に
沢
山
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
が
集
ま
っ
て
浮

い
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
見
事
な
鯉
が
泳
い
で
い
る
綺
麗

な
巴
波
川
の
景
観
に
相
応
し
く
な
い
光
景
で
し
た
。
海
洋

汚
染
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
海
洋
ゴ
ミ
（
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
含
む
）
の
７
０
％
は
陸
で
発
生
し
河
川
か
ら

海
に
流
れ
込
ん
だ
も
の
だ
そ
う
で
す
。
今
後
は
巴
波
川
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
削
減
へ
の
取
組
も
重
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。 

３
回
目
の
計
画
は
、
台
風
１
９
号
の
洪
水
被
害
で
栃
木

市
内
の
ゴ
ミ
拾
い
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近

く
の
永
野
川
、
巴
波
川
な
ど
多
数
の
中
小
河
川
が
氾
濫
し
、

災
害
ゴ
ミ
が
多
量
に
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
災
害
ゴ

ミ
の
搬
入
・
保
管
に
便
乗
し
て
一
般
家
庭
ゴ
ミ
も
不
法
に

投
棄
さ
れ
た
の
で
、
３
回
目
は
災
害
時
に
ナ
ゼ
こ
の
様
な

一
般
家
庭
ゴ
ミ
が
災
害
ゴ
ミ
置
き
場
に
不
法
投
棄
さ
れ
る

の
か
に
つ
い
て
、
災
害
ゴ
ミ
置
場
の
写
真
を
見
な
が
ら
デ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
ゴ
ミ
置
き
場
の
ス
ペ
ー
ス
、
置
場
で
の
ゴ

ミ
の
分
別
指
示
、
行
政
か
ら
の
回
収
情
報
の
発
信
、
ゴ
ミ

置
き
場
の
監
視
活
動
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。 

  

以
上
の
活
動
を
通
じ
て
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
防
止
す
る

に
は
『
も
の
』
『
場
所
』
『
人
』
の
３
つ
の
視
点
か
ら
検
討

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

１
つ
め
の
『
も
の
』
は
、
ゴ
ミ
の
種
類
で
す
。
今
回
は
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
ガ
ム
な
ど
の
小
さ
な
包
装
紙
が
多
か

っ
た
が
、
ど
の
様
な
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
か
に
よ
っ

 

 

 

 ゴミのポイ捨て防止活動を支援！！ 

～蔵の街のサスティナブル･ブランドづくりを期待～ 
 

                            

 

栃木市内でまち中のゴミのポイ捨てを防止して綺麗な蔵の街づくりに 

取り組む若者達の活動を支援する機会を得ました。 

会員の

活 躍 

副理事長  今井信行 
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て
発
生
源
が
絞
り
込
め
て
対
策
が
し
易
く
な
る
と
思
い
ま

す
。 ２

つ
め
の
『
場
所
』
は
、
ど
の
様
な
場
所
に
ゴ
ミ
が
捨

て
ら
れ
て
い
る
か
で
す
。
今
回
は
、
道
ば
た
の
植
え
込
み
、

物
の
影
、
見
え
に
く
い
所
、
流
れ
て
し
ま
う
川
、
常
時
汚

れ
て
い
る
場
所
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
人

に
気
付
か
れ
に
く
い
場
所
で
し
た
。
こ
の
様
な
捨
て
や
す

い
場
所
を
知
る
事
に
よ
り
対
策
が
し
易
く
な
る
と
思
い
ま

す
。 ３

つ
め
の
『
人
』
は
、
礼
儀
な
ど
人
の
心
理
的
な
影
響

が
大
き
い
の
で
対
策
は
難
し
い
が
、
最
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
ど
の
様
に
動
機
付
け
を
行
え
ば
捨
て
る
人
を
減
ら
せ

る
か
難
問
で
す
。
子
供
の
時
か
ら
の
躾
・
教
育
、
一
生
懸

命
に
清
掃
活
動
し
て
い
る
人
の
後
ろ
姿
を
見
せ
る
、
活
動

仲
間
を
増
や
す
、
注
意
喚
起
の
掲
示
を
す
る
等
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
即
効
薬
は
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。 

な
お
、
今
回
の
洪
水
に
よ
る
災
害
ゴ
ミ
を
適
切
に
処
理

す
る
に
は
、
緊
急
事
態
の
出
来
事
な
の
で
上
記
の
３
つ
に

加
え
て
、
行
政
か
ら
廃
棄
処
理
情
報
の
迅
速
な
発
信
、
分

別
の
明
確
な
指
示
、
置
場
の
監
視
活
動
が
大
切
で
あ
る
と

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

私
が
在
職
し
て
い
た
富
士
重
工
業
株
式
会
社
宇
都
宮

製
作
所
車
両
環
境
事
業
部
で
は
、
昭
和
３
９
年
の
第
１
８

回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
備
え
て
、
東
京
都
庁
か
ら
都
市

美
化
の
為
に
塵
芥
収
集
車
（
ゴ
ミ
回
収
車
）
を
採
用
し
た

い
旨
の
お
話
し
が
あ
り
、
当
時
技
術
の
先
端
を
行
っ
て
い

た
ア
メ
リ
カ
の
ガ
ー
ウ
ッ
ド
社
と
昭
和
３
７
年
３
月
に
技

術
提
携
し
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
時
の
東
京
都
内
は

ゴ
ミ
が
至
る
所
に
捨
て
ら
れ
、
回
収
作
業
も
ま
ま
な
ら
ず

ひ
ど
い
状
況
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
あ
れ
か
ら
５
５
年
、

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
東
京
は
見
違
え
る
ほ
ど

綺
麗
で
清
潔
な
都
市
に
な
り
ま
し
た
。 

 

社
会
人
と
な
っ
て
間
も
な
い
「
と
ち
ぎ
高
校
生
蔵
部
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
」
皆
さ
ん
が
、
こ
の
活
動
の
『
大
事
な
こ
と
っ

て
何
か
』
を
常
に
意
識
し
て
大
事
な
こ
と
を
達
成
す
る
た

め
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

ゴ
ミ
拾
い
を
楽
し
く
や
る
た
め
に
例
え
ば
、
お
洒
落
な

姿
で
、
お
揃
い
の
衣
服
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
姿
で
や
る
こ
と

で
多
く
の
方
の
関
心
を
呼
び
理
解
が
広
ま
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
取
り
組
む
過
程
で
近
所
の
方
や
町
内
会
と

の
交
流
の
広
が
り
、
競
っ
て
蔵
の
街
を
綺
麗
に
し
よ
う
と

す
る
意
欲
の
あ
る
他
の
団
体
の
出
現
、
蔵
の
街
の
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル･

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、
な
ど
副
次
的
な
効
果
が
出

て
く
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可
能
な
開

発
目
標)

の
「
１
１ 

住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」

「
１
２ 

作
る
責
任
、
使
う
責

任
」
「
１
７ 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」

な
ど
の
達
成
に
向
け
て
今
後

も
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。 

    

栃木市内大通りのゴミ拾い 

巴波川（うずまがわ）周辺のゴミ拾い 
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          宇都宮市 SDGs 人づくりプラットフォームの 

       会員に登録しました。 

 ◆SDGs に関する勉強会等の企画のご相談は TECA へお問い合わせください。                           

担 当 齊藤好広 

宇都宮市 SDGs人づくりプラットフォームは、SDGsの取組を積極的に行っている市域の企業や NPO、教育機関

など多様な主体が連携・協力しながら、勉強会等の開催やイベント等における普及啓発などを実施し、市民や

事業者の SDGsの理解促進や認知度向上を図るための仕組みです。 

宇都宮市 SDGs 人づくりプラットフォームの運営体制は、「宇都宮市もったいない運動市民会議」と「宇都宮

市」が連携して運営を行う『運営本部』と、運営本部や他会員と連携しながら普及啓発に取り組む『プラット

フォーム会員』で構成されます。 

わたしたち TECA では、環境支援活動を通じ SDGs を共通言語として、課題解決に取り組む官民の連携創出

を支援します。(会員登録名簿は宇都宮市ホームページ参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ミヤラジ番組「エコみや」にＴＥＣＡが出演しました。（提供 齊藤好広） 

３月１１日(水)宇都宮市のコミュニティーＦＭ「ミヤラジ」のトーク番組「エコみや」に塩山理事長と今井

副理事長が生放送で出演しました。本番組は宇都宮市環境部環境政策課が提供しており毎回環境問題に関する

話題が展開されています。 

今回のテーマは、「ＳＤＧｓ未来都市」に相応しい、環境関連のＳＤＧｓにかかわる話題が好ましいとの要

望に応えて、パーソナリティの進行の下で、ＴＥＣＡの自然保護活動の取組紹介、農業・食料関連から視る食

品ロス削減について、そして廃棄物・資源循環の３つのテーマでお話ししました。 

   

(右写真)パーソナリティ柏木さん(左) 塩山理事長(中央) 今井副理事長(右) 

 

編集・発行 ＮＰＯ法人 栃木県環境カウンセラー協会（ＴＥＣＡ） 

    https://www.tecahp0419.bizmw.com 

【連絡先】〒321-0117 栃木県宇都宮市城南 3-2-9 
       TEL：090-8022-6026 Ｅ-mail：higeshioyama@yahoo.co.jp 

SDGs に関する勉強会等の企画のご相談は TECA へお問いせください。 

TECA 
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